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          臨 床 教 育 学 講 座98年 度 授 業 科 目 一 覧

■臨床教育学研究(皇 紀夫 ・矢野智司)

臨 床教育学 と臨床教育人間学の基本的文献、古典 的文献 を精力的 に読む。 また、博士論文作

成 に向けての指導 を行 なう。

■臨床教育人 間学特論1(矢 野 智司)

遊 びの教育人 間学 一 これ まで子 ど もの遊び は主 に発達 の観点 か ら捉 えられ て きた。子 ど

もの遊び は、いずれ は成熟 して仕事 や労働へ と移 る過度的な事象にすぎず、成熟 を促すのに

必要 な意義 を持つ もの として理解 され てきた といって よい。 そのため遊び は体 を丈夫 にし、

集 団のルールを学び、認識力 を発達 させ るのに役立つ といった ことが、遊 びの教育的機能 と

して取 り上 げ られて きた。 しか し、子 どもの遊 びは、そのような教育的機能 に還元で きない

人間 にとっての根本 的な事象の一 つで ある。世界 と全体的 に交流 し新たな意味が生成する瞬

問 に焦点 を当てなが ら、子 どもの遊びの真相 を捉 えてみたい。 そのため、J・ ホイジ ンガ、

R・ カイ ヨワ、E・ フィンクらの遊びの古典的テ クス トを手がか りに、遊 びについての議論

を深める。

■臨床教育人間学特論II(西 平 直:東 京大学大学 院助教授)

ラ イフサイ クルの人間学:ア イデ ンテ ィティとライフサイ クル をめ ぐって 一 〈発達 の思

想 〉 と く輪廻の思想〉 を対比 しなが ら、 アイデ ンテ ィティとライフサイクル をめ ぐる理論的

パラダイムを検討 してみ たい。前半 は、E・H・ エ リク ソンの理論 を基礎 に、「心理学的」

検討。例 えば、C・G・ ユ ングの個性化論。 ヒューマニスティック心理学の 自己成長理論。

トランスパー ソナル心理学 の意識発達論、な ど。後半 は、円環的ライフサイ クルの思想の検

討。例 えば、K・ ウィルバーの意 識 発達論 『アー トマ ン ・プ ロ ジェク ト』。 R・ シ ュタイ

ナーの 「霊 的再生 の理論」、な ど。集中講 義のため、参加者 と相談 しなが ら、授業 を進 め る

ことにな るだろう。参考 まで に、拙著 『エ リク ソンの人 間学』(東 京大学出版会 1993年)、

同 『魂 の ライ フサイ クル ー ユ ング ・ウィルバ ー ・シュタイナー』(東 京大学 出版 会1997

年)が ある。
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凹臨床教育学特論1(皇 紀夫)

臨床教育学 と 「心の教育」一 こどもの生活世界において理解困難な出来事が出現すると、

それらへの教育的な対応策 として 「心の教育」が(学 校)教 育の課題として登場してくる。

この傾向は、カウンセリングマインド・ブーム以来の教育界のひとつの反応特性であるとい

えるだろうが、では、一体 「心の教育」とは何を意味しているのだろうか。教育界はこの口

当た りのよいスmガ ンに悪酔いしていないかどうか、問い直す必要があるように思う。本

講では、教育(学)に おいて 「心」を語る場合、その言説の仕組みはどのようであるのか、

あるいは、教育学は 「心」を語ることによって教育の意味領域をどのように広げることが出

来るのか、 という問いを基調にして、昨年度手掛けた、仏教言説における 「心」の語 り方の

考察を更に展開して、「心」を語る言説の特質について考えたい。

■臨床教育学特論II(今 井康雄:東 京都立大学助教授)

ベンヤミンの教育学的アクチュアリティー ヴァルター ・ベ ンヤミン(1892-1940)の 脱

領域的な思想は、美学や文芸批評 はもとより、メディア論、都市論、歴史理論など、様々な

領域でそのアクチュアリティが確かめられつつある。本講義では、子供論を中心 とする彼の

「教育」論 もまた、今 日の教育認識に直接訴えかけるものを持っているのではないか、 とい

う見通しに立って、ベンヤミンの思想の教育学的アクチュアリティを検討していきたい。ア

プローチはいわば二正面作戦をとって、彼の提出した様々なアイデアー た とえば、経験

の貧困、メディアに浸透された知覚、政治の美学化、等 一 を、一方では現代的な視点か

ら、他方では1910年 代から30年 代にかけてのドイツ及びヨーロッパ という彼の思想の歴史

的 ・社会的文脈から、検討することを試みたい。

■臨床教育学演習 ・臨床教育人間学演習(皇 紀夫 ・矢野智司 ・田中毎実:京 都大学高等教育

教授システム開発センター教授)

子 ども世界の理解一 この授業では 「子 どもの生活世界」研究を主題 として、身体、こと

ば、遊び、病等の個別現象に関する文献研究を継続的に進めてきた。その場合の方法論上の

共通点は、解釈学あるいは現象学的人間学の立場であった。このような方法論を継承 して、

今年度は、子 ども自身が作 り出した作品世界や子どもに関する言説が開いたテキス ト世界な

どに関心を向け、「子どもという人聞の在 り方」の意味 とそれをめぐる教育学の解釈の仕組

みについて検討をくわえ、これまでの継続的な研究に一応の総括を施すとともに新 しい研究
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主題を探 りたい。本演習は論文指導を兼ねる。

■学校臨床学演習(皇 紀夫)

臨床教育の方法と実際 一 教育や学校や教師あるいはこどもに関する最近の基礎的な文献

を読んで検討をして、我が国の教育事情への理解を深めるとともに、教育 「問題」の所在に

対する問題意識を鋭いものにする。また、学校での 「問題」や相談の事例 を取 り上げ、臨床

教育の実際的な課題について検討する。

■臨床教育学課題演習(皇 紀夫)

解釈学 とレ トリック:「 臨床」の意味 を考える一 解釈学の考え方から臨床教育学の立場

を展開する試みについて、幾つかの観点からすでに本授業で検討してきた。今年度 は、教育

の 「問題」を語る言説の様式を解体 ・再構成する技法についての知見を深めるため、解釈学

とレトリックに関する国内外の文献を精読 して研究討議を進めたい。

■臨床教育学講読演習(矢 野智司)

J.Dewey,1)emocracy and Educationは 、プラグマティズムの教育学者J・ デューイの教育

学上の主著であるにとどまらず、20世 紀で最も影響力をもった教育学のテキス トである。

そして、このテキストは現在でもなお教育学的思考を方向づけており、さらにポス トモダン

の教育学の試みにも豊かなアイディアを提供してもいる。今年はこのテキス トを講読する。

このテキス トは大部であるため、翻訳の 眠 主主義 と教育』(岩波文庫)を 平行 して使用し

て、デューイ教育思想の概要の理解を図 りつつ、重要な箇所を英文で精読することにする。

■身体教育学(矢 野智司)

身体の教育人間学一 教育 は身体に働 きかける。 このとき、教育のタイプをシンプルに二

つに分けて考えることができる。一つは社会的な技術を身体に植えつけることである。歩 く

ことから規律 ・訓練までそうだ。そして従来の体育が目指していたものも、身体文化の伝達

として、このタイプの教育だった。もう一つの教育のタイプは、共同体向けの身体技法を形

成するのではなく、反対 に、身体を宇宙へ と開 くことである。修行やダンスやスポーツはこ

のタイプの教育 と結びついている。教育 と身体 との関係は奥深い。また病気やファッション

といった身体論の諸相について論じる。参考書:作 田啓一ほか編著 『人間学命題集』(新曜社)
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■臨 床教育学基礎演習(皇 紀夫 ・矢野智司)

子 どもの世界 一 現在 の子 どもたち は、 どの ような世界 に生 きてい るのだ ろうか。子 ど も

の生 きている世界 を生 きた ものとして理解 す ることは簡単な ことで はない。 た とえば、子 ど

もの遊びの世界 は、た まごっちやボケモ ンの流行 にみ られ るよ うに電子メディア によって大

きく変容 を受 けていると言われ る。 しか し、 これ を遊 びの世界 の縮小や堕落 と見 るのは一面

的で ある。 ここには、子 どもの驚 くべ き世界が切 り開かれて もいるはずだ。 あるいは、子 ど

もの暴力 は近年大 きな問題 となってい る。 しか しなぜ暴力は起 こるのだろうか。学校が悪い

か らだろ うか、近代 教育制度が原因なのだろうか。 むしろ、子 どもが大人 にな るというプロ

セス 自体 の中 に暴力を不可避 とす る生 の秘密があるので はないだ ろうか。教育の常識 を洗い

流 し、子 どもとともに生 きる在 り方を探 ってい こう。授業で は、子 どもについて基本的な文

献 を読みなが ら、文献の読み方、発表 の仕方、 レポー トの書 き方を学ぶ。

■臨床教育学専門 ゼ ミナール ・臨床教育人間学ゼ ミナール(皇 紀夫 ・矢野智司 ・田中毎実)

臨 床教育学演習 を参照。


